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1はじめに本研究の目的
突然の事故や病気はあるいは出生時のトラブルなど、全く予想の出来な
い様々な要因で、その後の生活に大きな支障をきたすことがありうる。
入院や通院などが長期に渡ればそれだけ本人の日常生活の質が変わり、
家庭において家族の負担を含め家族全体の生活のリズムが通常の家庭とは
大きく変わり、更には地域と社会の関わりにも大きな変化や隔たりを生じ
ることとなるだろう。
例えば、通常は集団への参加が必要な年齢になれば、地域の幼稚園、保
育園を選んで通園することができる。しかし事故による怪我、突然の病気
などにより後遺症（障がい）を残すと自由に参加集団を選択することが難
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しく、時には極端に選択肢が少なくなる日常生活とは、消して例外的な現
象ではなく、全ての家庭に起こりうることであり、決して特別であったり
他人事ではないはずなのに、住みなれた地域において「特別」の例外的存
在となり参加集団を自由に選択したりするという当たり前のことが出来な
くなるのは一体なぜなのだろう？住みなれた地域でその人らしく豊かに生
活できる仕組みはできないのだろうか？その思いから出発した私達の活動
を栃木市において誕生から振り返って検証して今後の課題を明らかにする
ことを試みることである。
II当時の状況
その当時（1970年代～1980年前半）、栃木市では社会福祉協議会運営の
母子通園ホームにおいて、発達に遅れのある親子を対象に療育が行われて
いた。障がいの受容、親子の親睦を兼ねた交流会、生活訓練などが実施さ
れていた。そこで、突然の様々な生活の変化に戸惑いながらも、自分だけ
ではなく同様な環境の家庭のあることを知り、勇気と前向きに生きるエネ
ルギーを得た者も少なくなかったと思われる。
通園後2～3年が経過した頃、次の課題として児童相談所より母子関係
を更に深めるため、母子通園ホームよりもう少し大きい同世代集団での生
活習慣確立の必要1生が高いという助言をうけ、地域に新しい施設が必要と
なった。
幼稚園・保育園の選択に際しては幼稚園・保育園の募集要項を参考に、
我が子の子育ての方針にふさわしい評判の良い園を選んで入園手続をとる
のが一般的であると思われる。ところが当時はまだインクルーディングの
理念が確立されておらず、発達に遅れがある子どもを受け入れる地域の幼
稚園・保育園は少なく、受け入れ可能な場合も、毎日ではなく週1～3回
あるいは親の付き添いなどが必要であった。児童相談所相談員が勧める地
域社会に於いて、〔安心安全な同世代との育ちあいの場所をどう作り、ど
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う運営するべきか〕についての研究実践が緊急の課題となった。
IIIユニークな児童福祉活動の場の形成と運営（拠点1）
一おもちゃの図書館一
1とちぎおもちゃ図書館の誕生1989
社会との接点を持ちながら、自然な形で安心して親子で楽しく過ごせる
場所一親子のホットできる場の模索が始まった。その頃の栃木県海外研修
生よりヨーロッパのplayparkやToyLibrary（おもちゃが沢山あって誰で
もが自由に遊べる場）の活動を私たちは知ることができた。
同時に白鴎大学の教育機関おもちゃライブラリーの取り組みを通し、中
谷陽子教授より「おもちゃ学」に触れ、おもちゃの多様性及び世界のおも
ちゃを含むおもちゃの楽しさを学ぶことができた。又栃木市においての設
立準備に向け運営など様々な助言をいただきまた同教授より（財）日本お
もちゃ図書館の財団役員、おもちゃの図書館全国連絡会の代表、日本にお
けるおもちゃ図書館の創設者（東京三鷹市）である小林るっ子氏の紹介を
受けることができた。
両氏のご指導のもと、白鵬大学おもちゃライブラリーに始まり、足利
市・宇都宮市・今市市・小山市・烏山市の先進地調
査を実施し、1989年栃木市に県内7番目のおもちゃ
図書館誕生の運びとなった。
財団法人日本児童福祉協会発行
ごぞんじですかおもちゃ図書館No．22
おもちゃの図書館全国連絡会加入数462館
2演歌界の巨匠船村徹先生との出会いたんぽぽの詩発表会1992
1991年おもちゃの図書館開設一周年の記念講演会にて講師の船村先隼
から「生きること自立することに精一杯の努力で過ごしているみなさんの
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姿はたんぽぽのように美しく強くたくましい」と応援をいただき、栃木市
だけではなく県全域から市民の関心、応援をいただき一年後に船村先生作
曲の「たんぽぽの歌」の誕生となった。
たんぼぼのな（ユー，，．転．盃門舘『i一。軍一毒・，墨
，寝曾＿＿～氏t～叫切拒山＿遮L作詞は「わすなぐさをあなたに」の木下龍太郎先生。
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3とちぎおもちゃ図書館常設となる1992．7その後の三年間のおもちゃの図書館活動実践が、
社会的認知を受け、ユニークな児童福祉活動とし
て、栃木県社会福祉協議会の助成対象事業となった。
市民会館会議室から市社会福祉協議会会議室へと
設置場所を移転をしながら活動のおもちゃ図書館
は、全国に先駆け、栃木市保健福祉センター設置時
に遊戯室に常設となった。
そのため従来と比べ開館日が増え、来館者の急増
に伴い、備品類・おもちゃ類・その他運営諸経費な
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どが増大し活動資金確保のため、社会貢献を任う運営団体として事業収入
を図ることが必要となった。
栃木市において高校総体の実施年の1993年には一般企業やスポーッ
メーカーなどと競合し、テレホーンカード販売など（当時は携帯電話は
普及していなかった）、高校総体ロゴマーク入りグッズの販売を多数手が
けた。この活動を通して企業を含め地域住民に「障害」を持っことは誰に
とっても可能性のあることであり、住みなれた地域で普通に生きることに
対する理解と協力の啓蒙活動につなげる努力を重ねていった。
以上のように、毎日の遊びを通し多種多様な出会いや体験を積み重ねて
関わる人たちの理解・協力のもとに子ども達と活動の関係者達には発達し
成長したと思われる。
支援を受けるだけではなく、〔明るく生き
る子ども達のエネルギーを地域活動の活力
に出来ることはないのか〕ということが次の
模索すべき研究実践対象となっていった。
高校総体ロゴマーク入り
4子育てサロン受託協働による支えあう地域作り2001．4
核家族化が進み、子育て中の母親に身近に相談相手がいなく育児のノイ
ローゼ、幼児虐待が現代社会の問題となり始めていた。
子育て中の母親を支援するため母親同士の情報交換、交流の場としてお
もちゃ図書館は県事業の子育てサロン事業を栃木市より委託され、市保健
福祉センター遊戯室に於て実施することとなった。
1989年発足以来、栃木市だけではなく近隣から
の年間5000～6000人の利用者を数えるボランティ
ァによる市民活動であった。12年目にして初めて、
子育てサロン公的資金の助成事業となるが、人件費
0円のボランティアによる運営のため専従スタッ
フや専門職スタッフの配置のできない不安定な運
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営基盤に変わりはなかった。
しかしその一方でその活動については2003年栃木県とちぎNPO研究会
発行の協働事例集に「協働・人がつながる」として掲載されることとなっ
た。
これまでの一方的に支援されるおもちゃの図書館の活動は、栃木市の子
育てサロン委託により、子育てを支援する施設の仲間入りをすることにな
り、大きく成長への一歩を踏み出したと言える。
動きの悪い部分はあったが、障害を持ち合わせた子ども達のたくましく
生きる力を持つエネルギーが地域の活力につながり、支援されるだけ生き
る喜びを発信ONEWAYではなくTWOWAY（相互扶助）のエネルギーへ
と変化したのだと私達は、この時期を振り返ることができる。
5プレイバスによる高齢者支援
おもちゃのもつ魅力は性差、障害の有無、世代を超えて人と遊ぶことの
楽しさであり、夢中になり主体的に時を過すことは、生活不活発症の予防
になり、とちぎおもちゃ図書館の活動範囲を障害児者家庭の支援から高齢
者支援へと広範囲に活動を展開していくこととなった。
その後、数々の実践を繰り返す中で自発的なリハビリ効果などおもちゃ
の多機能なカを見出し、学会に発表することができた。（玩具福祉研究創
刊号2002年「地域における玩具による高齢者支援」）
英国プレイバス研究2002．9～日本型プレイバス運動
必要とされている地域に、必要なサービ
スを提供し、教育・福祉・遊びや学習の機
会を増やし、より豊かな生活（QOLの向
上）を目的としているプレイバスの研究調
査のため、発祥の地英国バース、東ウェー
ルズのカーディフ、ロンドンにてナショナルプレイバスアソシエイション
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へ参加し、研究活動を行った。（玩具福祉研究第6号2008年原著論文「英
国のプレイバスに学ぶ」）
帰国後、この調査・研究をもとに、これまでの10年余のとちぎおもちゃ
図書館の支え合いの精神をいかして、日本型プレイバス運動として障害児
者も参加するような活動を推進することとなった。
しかし、英国プレイバスのように活動資金を多額の寄付金に期待するこ
とは日本の現状にとっては難しいことであった。車の図案やペイティング
などはすべておもちゃ図書館活動に関わるボランティアの手により準備さ
れた。こうして宮城県仙台市に続き、日本で2番目のプレイバスが運行を
開始した。
生まれ育った地域で、その当時は当たり前に通園・通学することが難し
かった子ども達は、地域で幼児期から小中高時代を過ごし、卒業後は仲間
との余暇活動やボランティア活動を通し、楽しい時問を共有しながら人と
人をっなぎ、高齢者交流活動の担い手として活動の輪を広げ始めることが
できたと私たちは認識している。
文字も図案もボランティアの手で 完成！
6おもちゃによる国際交流
アジア・パセフィック・アルツハイマー学会2008．6
台湾・香港・シンガポール・韓国等のコミュニティーにおける高齢者支
援の現況を調査研究のため、アジア・パシフィック・アルツハイマー学会
へ参加した。
日本のような介護保険制度による高齢者に対する支援が保障されていな
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い現状だが、宗教や病院やアルツハイマー協会などの関係者により、日本
に近い形でケァーが実施されているようである。しかし家族、家庭による
ケアーが大半である（70％～80％）。
学会参加者のDr．や施設関係者の実践発表や交流により、後期高齢者
保険など種種問題はあるが、日本はアジアにおいては高齢者施策に関して
は先進地であることが確認された。
NKCELLの働きを活性化する要素を持つと言われる、おもちゃはここ
でも国や言葉のバリアを超え、コミュニケーションツールの役割を果た
し、おもちゃを手に交流する多くの人たちの姿を会場のロビーで見かけた。
ProgramataGlancoo・帽コ』引周b－岬
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IV地域における日中活動の場の形成と運営（拠点2）
一オープンハウスたんぽぽ一
1体験ハウス（障害児者生活支援センター）1993．4
とちぎおもちゃ図書館は、15年にわたる活動を通し、栃木市保健福祉
センター遊戯室の公共施設内に設置され、子育て支援の拠点の1つとなっ
た。これは、障害とは誰にとっても起こりうる可能性があり、特別なこと
ではないことを地域に発信できた成果であると私達は思っている。
どこか体の動きの悪い部分や発達の遅れがあると生活圏が限定され、一
般的に社会経験が少なくなりがちである。多様な世界の刺激を受け、可能
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な限り関わる社会を広げることに成功した経験を、地域に於いても継続拡
大するため、次に街中に民家を借り体験ハウス「オープンハウスたんぽ
ぽ」を開設した。ここでは、主に養護学校（現特別支援学校）と協力し、
施設を併用しながら宿泊訓練、料理実習、買い物学習など自立するための
様々な体験学習を実施する、障害児者生活適応訓練事業の拠点であった。
2在宅障害者自立生活総合支援事業1996．4
体験ハウスとしての自主運営の障害児者生活適用訓練事業への取り組み
は、その3年後に介護家族援助などが評価を受け、県事業の在宅障害者自
立生活総合支援事業として栃木市より受託を受けることになった。
この事業の趣旨は、在宅の障害者にとって、もっとも身近な市町村にお
いて、地域の実態に即した総合的な在宅福祉サービスを提供することによ
り、地域福祉の充実と障害者の自立と社会参加を促進とすることである。
特認分野を含め21分野より選択の3分野につき以下に示すことにする。
（1）ミニデイーサービス事業
・目的通所により創作活動や機能回復をすることにより社会参加を促進
し福祉の増進を図る。
・内容社会適応訓練相談介護方法等の指導等機能訓練創作活動
（2）重度障害者レクリエーション事業
・目的外出の機会が少ない重度障害者の文化芸術スポーツ活動への参加
を促進し日常生活の充実を図る。
（3）福祉の店運営事業
・目的障害者及び施設や作業所で製作した製品等を展示即売することに
より障害者の創作意欲及び就労意欲と地域住民の理解を促進す
る。以上の3事業はこれまでも体験ハウスにおいて任意に実施していた事業の
継続であり、県の事業助成により初めて有給の職員を配置できた。
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6“、一・・、靴（％一プンハウス酩前のとおり、r開磁）
（疑麗轟講糠灘翻ξ纏』）蝿肥讐癒㊥4，者人センターでの売店実習2．とちぎおもちゃ皿書館開館ボランティアヨロオホにむをゆがほラ舞lil羅ll織野欄
総淡騨一雛轡麟軸弾イス
料金表料金表普通単峯500午前9：30～11：45車至自動車￥400午後1：15～3＝15RV車￥600半日、羊1、OOOlBOX単革700（利用者1名）
3福祉作業所1999．11NPO法人資格取得
栃木県助成の在宅障害者自立生活総合支援
事業の1999年満了にあたり、事業継続の評
価を受け、オープンハウスは福祉作業所1型
と名称を変えることになった。
体験ハウス時代からのミニデイサービス事
業、余暇活動事業、福祉の店運営事業の実践
を柱に常勤職員3名にて運営を開始。この地
域福祉活動を更に市民の理解と協力及び事
業の安定化を図るためNPO法人格を取得し
た。
明るく元気な利用者のエネルギーを地域活
動交流の活力とするため除草・洗車など日常
2002．7
特是非営剰活勧法人
癒の街たh嵌俵の魯
『lfん管と塚ごリ』
活動の目的
馳たちは、瞳がL、児・者、腐齢者、蝿童な廿
δ窃ぴまな人がお員いのハンデで1こかかわりな（
交糠し、楽しみ、自］ユ・自已実1貝を目搭すてと芒に
地域の子寓て支撫て地域の環境整踊竜通して
人と人とが支え筋う地域社警づくりに窩蔭する
こ1と壁目的ζしてL、ます。
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生活に関連性を持たせ、
れた。
また空缶などの資源回収を作業メニューに取り入
4地域活動支援センター2006．10
2006年4月障害者自立支援法が施行され
た。この法律は、障害児者がその人の能力、適
正に応じ、自立した日常生活や社会生活が営
めるよう支援を行うことを施行目的としてい
る。障害の有無に拘らず人格と個性を尊重して
安心して暮らせる地域社会の実現が目標であ
る。
この目標はまさにNPO法人蔵の街たんぽぽ
の会のこれまでの活動、「元気とほこり」を合
言葉に人と人の支えあう社会作りの理念そのものである。
10月の障害者自立支援法の完全施行に伴い、オープンハウスたんぽぽ
は数々の実践を評価され福祉作業所1型から地域活動支援センターとなっ
た。これにより障害者自立支援法に基づく地域支援事業の一つとなり第2
種社会福祉事業と関わることになった。
活動3年目を迎える地域活動支援センターは現在く栃木市、佐野市、大
平町、壬生町、岩舟町、都賀町の委託をうけ、仕事の喜び、大切さ、達成
感、創作活動などの生きがい作りの場となっている。又、今年度は特に
「環境」と「食育」に大きな関心を持ち、栃木県や市民団体との協働を推
進している。
（1）環境
従来のアルミ缶・ダンボール・古紙回収に加え、入れ歯・ボトル
キャップ・プルタブ・古切手など資源回収。
縫製部門では、マイ箸・エコバック等の袋物及び車椅子用補助べ
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ルトなど福祉関連商品販売。
資源回収を通して地域との交流を大切にしながら、福祉関連商品
や子育て関連商品の受註にきめ細かく応じている。
（2）食育（県農政課と協働）
食べることは生きることの基本であり、健康の維持であり、生
活の質（QOL）の向上につながり、「食」を大切に考えることは
年齢、障害の有無にはまったく関係がない。
地域活動オープンハウスでは数年前より毎月2回、地域の生産
者の協力で新鮮な野菜を販売している。この活動のつながりを
きっかけに、日頃地域活動を推進している市民団体がそれぞれの
立ち位置で協働参画し、県とNPO法人共催による食育関連事業
の委託をうけることができた。
7月の「いのち耕す人々」の映画上映にはじまり、家庭で実践
する楽しい食育講座を計7回実施した。とうもろこしの収穫体
験、ピザ作り、みそ作り、蕎麦打ち体験などを通し、生産者の作
物への愛情・苦労を知り、料理を作る楽しさを味わった。最終回
はしもつかれい交流で郷土料理の伝承につとめた。
以上の活動を通して、「食」や「農」は農業、福祉、教育など
様々な分野や世代を越えて、人と人を楽しくっなぎ地域を豊かに
することを実感できた。
いの猫払々
欝璽
騰灘i蝋i総
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今年度実施の栃木県とNPO法人との協働による「家庭で実践する楽し
い食育」については、2009年3月に1年間の実践報告書を作成の予定で
ある。
V今後の課題
1拠点1おもちゃ図書館の課題
1989年から20年間継続しているこの活動は栃木市内に子育て支援セン
ターや児童館などの社会的整備がなされた等の理由により2008年4月子
育てサロン事業の委託費は打ち切りとなっている。
おもちゃ図書館活動は障害児者の家族と市民や専門家がボランティアと
いう共通の立場で参画し、各々の立ち位置で運営の主体となっていること
が特徴である。この三者が平等・対等の立場で協働し、日々の活動を企画
運営している。
例えば、おもちゃ図書館では親子の交流イベントも利用者親子が企画を
する。つまり企画運営をしている親の子どもを参加している他の親が、我
が子と一緒にごく自然に見ている。そのように誰でもがその空間でホッと
できる居場所で人と人が楽しくつながり支えあう地域交流の場であり、お
たがいの育ちあいを促進している。
前述の子育て支援センターや児童館とは異なる機能があると思う。
子育て支援事業には、子育て支援、親支援、家庭支援などいろいろな
側面がある。いずれの支援実施に於いても、又運営企画が行政・企業・
NPO法人などに関わらず、利用者側には格差のない対応が公正公平であ
ろう。
以上のように人と人がつながり育ちあうおもちゃ図書館事業を今後どの
ように財政基盤を確立し、協働を推進し、発展・継続するかが大きな課題
である。
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2拠点2オープンハウスたんぽぽの課題
地域活動支援センターオープンハウスたんぽぽは、日々作業訓練を通し
て、利用者本人や保護者の様々な二一ズに応える形で個別の支援計画に基
づき日常生活自立や社会生活自立に向け柔軟な対応をしている。年齢、障
害有無・種別を問わず日中活動の場として、対応したケースを以下に示
す。
・社会的な入院を余儀なくされていた精神障害者を、市福祉事務所より
相談され受け入れ。（精神障害者支援）
・デイサービス事業所との併用による作業訓練（車イス使用重度身体障
害者支援）
・家業と併用による就労継続体験（知的障害者支援）
・普通高校卒業後、就労未経験者の就労支援（自立支援）
・特別支援学校卒業後、再就労などの進路相談、就労支援
・日中活動に於いてパソコン個別指導後一般就労（知的障害者）
・一般就労（短期）併用による就労継続支援（生活リズム支援）
・新体系サービス移行期間中の空白期間の利用者受け入れ
・回復期にある高齢者のリハビリを兼ねた作業体験（高齢者支援）
・発達障害児他の対人関係支援（障害児支援）
・その他上記に関わる相談など。
以上のように二一ズに応じ、障害の有無・障害種別や年齢を問わず多様
なサービスを提供しているが、障害者自立支援法においては個別給付（介
護給付・訓練給付など）対象とは異なり財政基盤が充実していないのが現
状である。
3まとめ
ノーマライゼーションの理念に基づき普通に暮らせる地域づくりとは、
①身近なサービス拠点で②効率的にサービスを選択し③安心して普通の暮
らしができることが目標である。
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住みなれた地域で、利用者一人ひとりの顔が地域にあり、その人の人格
や個性が大事にされて初めて障害者自立支援法第一章第一条の目的にする
ことになる。
行政と企業と市民の協働のあり方に於いて、行政は利用者の二一ズを汲
み上げ、自ら対処することにとどまらず、集約された二一ズ解決のため、
施設母体や施設規模の大小に関らず、地域の資源・人材を充分に生かして
更なるコーディネータ機能を発揮することを期待する。
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